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研究背最および目的
〈二〉一一一一一一一一一一一一一一一一一「
・従来の海氷密i童度データlま空間分解能がti!い（AMS件モ 12.5km)
．陵Iiに近い領iの海氷密1重度および薄氷後出に間短がある
C三三〉一一一一一一一一一一一一一「
・多i届；1支SARデータを使用して．オホーツク海の高分解能海水:fl童度を ！
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算出するe 鳴,tl.W:11~（%）制肉の駄の醐調会 ； 
・PALSAR；毎氷密f&fl'.（慢策手法jとAMSR-E；毎氷密後皮を比絞する ｜ 
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PALSAR entropy 画像のしきい情決定
PALSARとAMSR-Eデータの照合
•PALSAR entropy 250(μixel)><250(1ne）内り有効ピク七んを平I勾1t.
・12.ぬmX125kmの貧困に陸織がある場合l正照会しない
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データ前処理
PALSARデータ前処理
－入力データ・PAL.SAR Level I.I 
( I )4サンプルxsライン（rgX a,）領減肉でscatteringentropyを霧出
( 2 )scalt<'lring <'!ntropy 0-Iの範図を0-255でスケーリングして8ピットデータ出力
(3）軌道データを使問してUTM座爆系に役軍2
(4）モザイク処理
( 5 ）機何~iii[ RADARSAT ScanSARデータヘ段影
lpoxel 白pacing50rn x 50m; 
AMSR-Eデータ前処理
－入力データ AMSR-E海氷i-£1童Iiデータ
!Iiオホーツク；認の領域をデータ切り出し
12)J!,l何縞疋 RADARSAT Scan SARデータi250X 250pixel平均化）へ投能
.p,xel s:>ac,ng 12.5km X 12.5km) 
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PALSAR海氷密接度とAMSR-E海氷密接度の比較領域
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まとめおよび今後の課題
~~ 「
•PALSAR多偏；皮デ一タ （ enむ。py）カ、ら ；i毒氷密様度を算出する方；iを提2震 ｜ 
•AMSR-E海氷密緩度と比較することによつて引’tr。PYのしきいf漫を決定！ ｜
' .；是3震手法とAMSR-E海氷密Ii度の栂逮を検託 ｜ 
〈つ一~~~－~－三竺て一一：一一÷→：でア一－－ ：－~－で：－
•2010年以降もデータをI&得して解析を継続する i 
•AMSR-E潟氷m掻度との遣いを光学センサ等のデータを使用して明確にする ！
・他の織についても解析を行い， entropyしきい舗の樹立を行う ｜ 
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